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研究成果の概要：職員の精神的健康とともに、生産性も維持・向上させられる職場風土の形成

を促す保健活動のあり方について、量的・質的な調査結果をもとに検討した。当該風土の形成

には、人を育てる姿勢で管理業務を遂行する上司が必要であると同時に、職員が心理的支援を

求めている際に困難を乗り越えられるよう支援できる専門職の存在が必要と考えられた。職場

の精神保健対策は、人事管理との融合によってさらなる効果が期待できると考えられた。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,600,000 0 1,600,000 
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１．研究開始当初の背景 

近年、勤労者の職業性ストレスが高まると
ともに、精神的な問題の発生も増加している。
平成14年度労働者健康状況調査によれば、職
場の人間関係の問題を強い不安や悩みの原因
と回答する者が多く、職場で日常的に体験さ
れる人的な問題は未だ改善されていないと言
わざるを得ない。 

現在実施されている健康相談・教育は、
個々の健康への認識を高め、セルフケア力や
問題に気づくための感受性を養う上で重要
な役割を担っているが、人的職場環境の改善

効果には限界がある。組織全体で共有される
働き方の価値観や職場の風土知覚などが、
個々の職務行動や職務遂行時の職員間の関
わりに強く影響するからである。勤労者の心
理や行動に強く影響する組織的要素の中に、
精神的健康維持・増進に貢献できる人的な要
素を根付かせ、良好な風土形成を促進するに
は、対策が組織全体で日常的かつ継続的に行
われる体制づくりが必要である。しかしなが
ら、現在のところ、その実践方法は確立され
ておらず、現場では様々な試行錯誤が繰り返
されるに留まっている。 
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２．研究の目的 
(1) 職員の精神的な健康状態や良好な対人関
係と強い関連を持つ職場風土の類型を明ら
かにする。 
(2) 職員の精神的健康と生産性が両立する職
場風土とは何か、またそれを形成するために
必要な要素とは何かを質的に明らかにする。 
(3) 職員の精神的健康水準と職場の生産性の
双方がともに向上することのできる職場風
土の醸成を目的とした保健活動のあり方に
ついて検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 法人・自治体に所属する一般勤労者 1409
人（休職者を除く）を対象に、自記式無記名
の質問紙調査を実施した。 
 質問冊子は、職場風土尺度（OCS12）、上
司の社会的支援・労働負荷尺度（NIOSH の
尺度） 、精神不健康度尺度（GHQ12）、職
員間のコミュニケーションによってポジテ
ィブな心情を体験する頻度（PCom 頻度）や
内的職務満足度を測定するための尺度（研究
者が作成した尺度）などで構成した。表紙に
は、研究目的・プライバシー保護の方法・成
果還元方法等に関する説明を付し任意協力
を依頼した。 
 記入済み質問紙は、回収用封筒に入れ厳封
回収とした。回答は数量化し、各尺度の得点
を算出し、職場風土の類型間で比較検討した。
さらに、変数間の関連を検討した上で仮説モ
デルを組み、パス解析法を用いて分析した。
統計解析には SPSS 15.0J を用いた（有意水
準 5％）。 
 
(2) 北海道内の 4事業所（情報通信関連企業、
公共事業系法人、自治体本部組織、自治体出
先機関）に所属し、勤務継続に支障の無い概
ね健康な勤労者から任意協力を得て、半構成
面接法による調査を実施した。面接協力者は、
各組織の窓口担当者を通じて任意募集した。
募集で必要数に達しない場合は窓口担当者
から紹介を得て個別に協力を依頼した。協力
依頼は調査の趣旨・内容・方法・倫理的配慮
に関する説明文を用いて行い、同意書への署
名をもって同意・承諾とみなした。 
面接時間は一人 40 分程度とした。はじめ

に｢仕事がはかどり一定の成果もあがり個人
としても健康で元気に働ける職場はどのよ
うな風土を持っていると思われますか｣と質
問し、イメージされた職場の情景や雰囲気、
さらに、当該風土の形成に必要と思われる要
素に関する語りを促した。聴き手が語り手の
イメージをできる限り正確に捉えられるよ
う語られた職場風土のイメージを要約して
返し、確認しながら面接をすすめた。録音記
録から逐語録を作成し、はじめの質問に対す

る語りに対して内容分析を行った。 
 
(3) 平成 18 年度～19 年度に実施した調査内
容を統合したモデル試案の作成を試みた。特
に、平成 19 年度に実施した面接調査によっ
て抽出された内容を柱とし、生産性と精神的
健康の両立が実現される組織の在り様と、そ
の在り様を実現するための実践的要因の関
連性を質的に検討し、良好な風土を有する組
織において職業体験を積み重ねることの意
義について検討した。 
 
４．研究成果 
(1)各尺度に含まれるすべての質問に回答し
ていたのは 855 件（60.7%）であった。回答
者は、法人職員 55.8% 自治体職員 44.2%で
構成されおり、平均年齢は 38.0（SD9.7）歳
であった。 
 はじめに、職場風土のすべての類型が認め
られた法人 1社のデータ（N=116）を用いて、
職場風土の類型間で各尺度の得点を比較検
討した。風土判定の結果、イキイキ型には 2
部署（計 19 人）、バラバラ型には 4 部署（計
37 人）、シブシブ型には 3 部署（計 53 人）、
イヤイヤ型には 1 部署（7 人）が該当した。
職員の性・世代・職位の構成に差は認められ
なかったが、職種には有意差が認められた
（χ2検定）。営業職は全ての類型に半数以上
含まれており、中でもイヤイヤ型はすべての
職員が営業職であった。職種間ではメンタル
ヘルス（WHO-SUBI，GHQ-12）に差が認
められなかった（一元配置分散分析）。また、
労働負荷はイヤイヤ型で高い傾向が認めら
れたが、有意差は認められなかった（一元配
置分散分析）。 

イヤイヤ型で不健康、イキイキ型で健康度
が高い傾向が認められたが、有意差は認めら
れなかった（一元配置分散分析）。また、上
司や同僚による社会的支援やポジティブな
コミュニケーション体験も同様に比較した
ところ、有意差が認められた（一元配置分散
分析）。イキイキ型では、社会的支援におい
ても、ポジティブな心情を引き出す職員間の
関わりにおいても、他の風土と比べ有意に高
い値を示していた。他の風土に比べ、イキイ
キ型職場では、支援的関係性がより強く認識
されていることが示唆された。 
 次に、4 事業所すべてに所属する回答者の
データをもとにパス解析を実施した。その結
果、職場風土は、上司の支援と関連しながら、
精神不健康度に間接的でごく弱い効果を持
っていた。最も多くの変数に対して影響が認
められたのは上司の支援で、職員間で体験さ
れる Pcom の頻度に正の直接効果（β＝0.417, 
p＜0.05）が認められたほか、いずれも弱い
効果ながら、職場の環境性や内的職務満足度
を促進する効果、労働負荷を抑制する効果も



認められた。 
上司の支援は、個人を直接サポートするだ

けではなく、職員間における PCom 頻度や良
好に管理された職場風土を促進する集団的
な波及効果を持つことが示唆された。また、
職員間で体験されるポジティブな心情は心
理的報酬とも言え、内的職務満足度を介して
精神不健康度を抑制することから、上司をリ
ーダーとする良好な職員間コミュニケーシ
ョンの促進が、産業精神保健活動として重要
と考えられた。 
 
(2) 面接は各事業所から9～12人 計40人の

協力を得た。面接協力者の属性別内訳は、〔性

：男性30人・女性10人〕、〔世代：20代8人・

30代8人・40代17人・50代以上7人〕、〔職層：

一般14人・中間13人・管理13人〕、〔職種：事

務21人・技術16人・営業3人〕であった。 

分析の結果、生産性と健康が両立する職場

風土の主要な要素（柱）として、｢職員各々が

組織の共通目標に向かって力量を発揮しその

職務体験の中で学び正当な評価を受けながら

職業人として成長できる社会的に健全な風土

｣｢職員各々が充実した私生活と社会人として

のモラルに支えられて職務に専念しともに人

間として尊重しあい開放的な職務関係が築け

る風土｣が抽出された。前者は労務管理を含む

職務遂行を促す基本要素であり、下位カテゴ

リには、｢職員間に職場の目標への共通認識が

あり各々が職務行動の適切性を認識しながら

仕事ができる風土｣｢職員各々がその職務遂行

に必要な力量を持ちさらに研鑽できる教育的

な風土｣｢業務遂行に伴う疑問や心情を滞りな

く表出し建設的な解決が導かれる風土｣｢社会

における組織としての健全性を保持しながら

地域社会に貢献できる風土｣が含まれていた。

また、後者は人間対人間の関わりの基本（ヒ

ューマニズム的要素）であり、下位カテゴリ

には、｢職務遂行に必要な緊張感のある支持的

な風土｣｢職員間に安全で信頼し尊重しあう関

係が成立し対面コミュニケーションが活発な

風土｣｢心身ともにゆとりがあり積極的に職務

にむかえる風土｣が含まれていた。これらの要

素は各職位に共通して抽出されており、立場

に係らず認識されている風土の基本的要素と

考えられた。したがって、生産性と職員の健

康が両立する風土は、職務を遂行する能力の

研鑽と評価システムの健全性に係る軸と、尊

重や思いやりといった人間関係の健全性に係

る軸で評価可能であると示唆される。 

生産性と健康が両立する職場風土の形成に
必要な要素として、｢社会人としてモデルとな
り人を大切にする上司｣｢部下や若手の職務遂
行を支援できる上司および実務指導者｣｢個々

の能力を育成し引き出し職務満足を与えられ
る労務管理｣｢自律した職務行動がとれる社会
的に成熟した個々の職員とそれらの率直で真
摯な関係性の成立｣｢職員間のコミュニケーシ
ョンやポジティブな雰囲気を促進する職員や
機会｣が抽出された。これらは、勤労者の健康
と生産性の双方を触発促進するには、管理職
および職場のリーダー（中堅職員）の職務姿
勢や人間性の良好さに加え、業務の内容（あ
る程度成果が得られる職務内容であるか、仕
事量の適切性、正当性・公平性のある評価シ
ステムの存在とともに、周囲の職員個々の人
間としての成熟度が求められるということを
意味している。健康職場づくりは、従来の職
業性ストレスモデルに含まれる要素の整備に
加え、職員個々の人間および職業人としての
成熟をあらゆる人材によって相互に促進して
いく中で実現されるものと考えられた。 
 

 
(3) 主に平成19年度の調査結果から、勤労者
は職業人としての能力を研鑽すると同時に、
研鑽に応じた成果が感じられるよう示唆や教
育によって適宜導かれること、同時に、自他
ともに職業生活を通して人として成熟した人
間であることを求めていると言える。現役勤
労者のメンタルヘルスを支えられる生産性の
高い職場は、職員各々が、ともに個人として
も職員としても成熟し高めあえる関係性・組
織運営のパターンを持っていることが必須要
件と考えられた。即ち、組織として健康度の
高い職場組織は、組織を構成する個人の成熟
を促し、次世代を担う心理社会的に健康な社
会人を育成できる機能を持っていると言える
。そのような職場を実現するためには、日常
業務の中で示される経営者や管理職の姿勢が
人を生かし育てるものであることが重要であ
ると同時に、生活の中で心理的なストレスを
抱えたり対人関係等でつまずきを覚えたりし
た際に、人間としての発達を個別に支援でき
る援助職の存在が有効と考えられた。 
現在、組織ごとに人事管理やメンタルヘル

ス対策であらゆる試みが実践されているが、
両者が融合した形の実践はあまり報告され
ていない。既に試みられている活動の効果と
その関連性を客観的に捉えなおし、人事管理
と健康管理を融合させたコンテクストで関
係者が協働して職場組織づくりに取り組む
ことが、生産性と健康を両立させる職場風土
の醸成と職場全体の健康水準を向上させる
ための最重要課題と考えられた。 
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